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新年 　おめでとう　ございます







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
ことしもよろしく！！ 　　　
２００４年１月1日　掲載
新年 　おめでとう　ございます

　皆さんは、どんな年になってくれること望んでいますか。いろいろ望むことがあると思います。私は、 後遺症が悪化しない事を望んでいます。
　脳障害は、人それぞれに後遺障害がことなっています。同じ脳出血といっても、後遺症は、 さまざまです。ほとんど後遺障害が残らない人もいます。家内の知り合いの人にも、後遺障害が回復した 人もいます。その人は、意識が６が月くらい無かったというこしです。そんな人が後遺障害がほとんど回復 したということは奇跡という状態です。

　失語症という後遺症になる人もあります。失語症といっても、さまざまな人がいます。過去の私のホーム ページに「失語症にかんする報道」について書いたことがあります。健常者とほとんど変わらない状態に 回復している人もおりますが、いっこうに回復しない人もいます。だから、報道関係者は、「失語症」を 扱う時には、注意して欲しいと書いたことがあります。
　昨年のある局で「失語症」を取り上げていました。その番組は、失語症が音楽療法で回復するという番組 でした。仲間と音楽を歌えても日常会話は一向に回復しない人も取り上げていました。私も「失語症」が ありますが、回復が思わしくない仲間です。
　その他に、右半身麻痺があります。その障害の右足の症状は、年々悪化があると思っています。 今は、非常にゆっくりした動作で、100mそこそこになっています。それでも、装具をつけて、 杖をついて、歩けることが幸いと思います。車椅子の方が楽であるけれど、自分の足で歩けることが重要と 思います。だから、「後遺症が悪化しないことを望んでいます」と書いたの です。

　話が変わりますが、今年も私のホームページは続けたいと思っています。私は、いつも 書いているように、ホームページは、失語症の「リハビリ」という位置づけで掲載しています。
　そのなかに、左手のリハビリとして、物を作っていますから、それを「リハビリとして作った物」の ページに掲載していく事も継続していくつもりです。当分は、「切り絵」を掲載していくつもりです。
　このページ(「つぶやき」)も、継続していくつもりです。いろいろなご意見・ご感想を是非お寄せくだ さい。
















早く暖かくなれ！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
早く暖かくなれ！！ 
２００４年２月１日　掲載

　今年の１月は、平年より寒い日が多いようです。それで、外出がなかなか出来ないのです。 今年になって、雪降りが二回もありました。二回目は、南岸低気圧が原因ですが、去年の月末の雪と 今年の初めの雪は、寒気が大陸より張り出してきたことが原因と思います。この原因の雪は、当地方では、 あまりないことです。このことでも、分かるように、今年の冬は、寒さが厳しい冬です。
　気温が低いと、麻痺した手足の疼痛がひどくなります。だから、暖房が効いた室内の生活を強いられて しまいます。（ただし、暖房の温度設定は、２０度にしています。）
　とくに、麻痺がある右足の疼痛がひどくなります。しかも、足の動きも鈍くなり、外出がほとんど 出来なく、一日中、家の中の生活に留まっています。
　「年賀状支援」の謝礼で、新しいデジタルカメラを買ったのに、野外では、撮影が出来ません。 まだまだ、野草の花は、咲いていないのですが、早く暖かくなって、野草の写真を撮りたいと 思います。
　杉石病院に診察の帰りに家内の車から、野草ではないが、「蝋梅」の花が咲いているところがあります。 以前は、電動三輪車で、「ユニー」に行くときに、その「蝋梅」の写真を撮影したことがあります。
　今の私の現状と、今年の寒さでは、撮影することは、出来ません。だから、早く暖かくなることを 願っています。

　暖かくなってら、電動三輪車に乗って、野草の写真のを撮りたいと思います。そして、「武豊の野草」を 復活させたいと思います
















少し暖かくなった！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
少し暖かくなった！！
２００４年３月１日　掲載

　少し暖かくなってきました。それで、前号で書いてように、そろそろ、「武豊の野草」を復活 しようかと思っています。
　前回の「武豊の野草」のときも、電動三輪車で移動して撮影をしました。このことは、 今回も変わりはないです。しかし、前回は、電動三輪車を降りて 、花に近づいて撮影することもありましたが、今回は、電動三輪車から降りて立つ ことが時間がかかるようになりしたので、電動三輪車に 乗ったまま撮影することが必須の条件になりました。
　それで、「武豊の野草」というタイトルを変更することに予定します。 タイトルは、道端の野草」にすることにしました。内容は、 私のデジカメで写した野草を掲載する予定です。
　私は、左手一本で撮影します。かがんだりすることが出来ません。野草を撮るとき、 カメラを近づけて撮影するときが多くあります。その時、回転式レンズを持ったデジカメだと、 手をいっぱい伸ばして撮影が出来るのです。以前のデジカメも回転式レンズを持って デジカメでした。そのデジカメが古くなり、液晶の光が薄くなって、日光の当たる戸外では、 撮影が困難になったので、回転式レンズを持ったカメラに買い替えました。
　以前のデジカメは、画素数が低く、デジタルの倍率を使うと画像がぼやけて実用 にはならない物でした。
　今回は、画素数が３２０万画素数(もっと画素数の多いデジカメのあってのですが、 回転式レンズを持って物は、これしかありませんでした)のデジカメに買い換えたのです。 光学式倍率は、３倍ですが、デジタル式が倍率が実用になることが試用してみて分かりました。 しかし、手持ちでは、手ぶれを起こしますので、簡単な三脚を買いました。そして、電動三輪車の 前かごに据えてデジタル式の倍率を使おうと思ってすます。

　春になり、一部の野草が花を咲かせていますが、まだ少しです。３月になると花が増えて きますので、「道端の野草」の掲載は、４月号からにします。

















ほんの少しの段差でも！！
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ほんの少しの段差でも！！
２００４年４月１日　掲載
[image: pho100]

 　写真は、私の部屋に敷いてあるマットです。このマットは、ミニキッチンで水を使うときに、 水をこぼして床のフローリングを汚すことを防ぐことを目的に敷いています。
　このように薄いマットが敷いてあるところがあちこちにありますね。私の行く病院や本屋にも あります。

　私は、自分の部屋や病院でも、マットで、「つまずき」そうなことがありました。(幸いなことに 「転倒」はしながったが・・・・)　足が十分に上がらないことが原因です。私は、右足の麻痺があります。 だから、足が自由に動きません。感覚も鈍くなっています。その麻痺や感覚の鈍さが、 だんだん酷くなってきました。マットに移動したとき、右足を動かそうとしたとき、 動かないことがあり、足元を見ると、「つまづき」があると分かりました。
　マットでつまづくのは、マットの縁が少しめくれることが原因です。 それで、マットがあるところは、足元を見て、マットの上に足があることを確認することに しています。

　もう一つ、マットは、麻痺で足が上がらない私には、困ったことがあります。それは、マットは 滑らないような加工がしていますが、それが足を動きにくくしています。そこで、マットの上では、 意識して、足を上げるようにしています。麻痺している足では、足を上げることは、苦痛です。

　病院や本屋のマットは、室外のほこりや水を室内にもってこないための物ですから仕方がないと 思います。

　前に書いた通り、私の家でもマットを敷いているところがあります。私としては、マットを 使用して欲しく無いと思いますが・・・
















電動三輪車について！！
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電動三輪車について！！ 
２００４年５月１日　掲載
[image: pho101]
 　気候がよくなり、外出が出やすくなりました。そこで、デジカメを持って外出しています。 勿論、電動三輪車に乗ってです。

　そのとき、歩道に車が止めてあると、迷惑です。歩行者は、少し車との間があれば通れます。 しかし、電動三輪車では、約９０センチほどの隙間がないと、安全には通れません。それで、 一旦車道に出なくてはなりません。車道出て歩道に戻るには、電動三輪車の回転半径の問題がありますから、 相当、車道にはみ出すことはやむをえません。(写真を撮って場所では、バックミラーに引っかかりそうに なりましたが、何とか電動三輪車で通ることが出来ました。)
　それで、歩道には、絶対車を止めないでください。(写真を撮った場所は、個人の家の前です。)　 だれしもが、こんなことは、法律違反になることは、知っていることです。しかし、歩道に車を止めている 人がたくさんいることも確かです。
　歩道のない狭い道に車を止めていることもあります。車を持つときには、車庫(又は、駐車する場所)が ない場合は、許可しないことが法律にありますが、自分の家の前の道に駐車している人もあります。
　電動三輪車では、前輪が先にでますから、車の直前に車をよけることは、危険につながります。 それで、車が駐車している場合は、車がある所の少し前から、電動三輪車を道の真ん中にして、通ります。
　一番困ることは、横断歩道のことです。歩行者が横断歩道を渡ろうとしていたら、車は、一旦停車する ように法律で決められています。電動三輪車も、歩道を走ります。当然、横断歩道を通ります。信号の 無い横断歩道では、車がなかなか止まってくれません。調べたことは無いのですが、１０台の内、停車 してくれる車は、１台以下です。電動三輪車は、動き始めは、スピードはゆっくりなので、車が相当離れて いないと横断歩道を通れません。だから、停車してくれることが、安全に横断歩道に渡ることが必要です。

　最近、電動三輪車を利用する人が増えています。私のように障害者の利用以外に、老人の利用も増えて います。車を運転する人は、電動三輪車の特性をよく理解して、電動三輪車を利用している人に配慮して ください。
















風が強いと！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
風が強いと！！
２００４年５月２５日　掲載
[image: pho101]

 　はしり梅雨と思われるときがある時節となってきました。前線の張り出し方により、風が強い日もあります。

　私は、右半身麻痺があります。その後遺症として、感覚麻痺もあります。風が強いと、風の感覚が「痛み」 として感じられるのでたまりません。特に、麻痺がある右足の「痛み」がひどく感じられます。
　天気により、だんだん、窓をあけることが多くなってきました。それで、風の強い日は、「痛み」を感じ ないように、窓は、少しだけ開けるようにしています。
　外出の時も、風が強いと、「痛み」があります。この「痛み」は、以前からありました。しかし、 ころごろは、すこし痛みがひどくなったと思います。

　別件ですが、野草の撮影のときにも問題があります。風が強いと、シャッターを切るとき、ブレが出て 使い物にならないことがあります。背の低い物は、そんなに問題はないのですが、背の高い物は、ブレが 出て、使い物にならないときがあります。
　野草には、花の咲く時期が長い物もありますが、大変短い植物もあります。そんな植物は、「風や雨」の ために取りそこなうこともあります。
　今年は、今まで、ブレが出て使い物にならない物が一つあります。それは、「ノビル」です。「ノビル」 は、「つぼみ」の時期の特徴があります。だから、「つぼみ」を撮ろうとがんばっていたのですが、その 時期を「風や雨」のために逃してしまいました。

　「ノビル」の撮影に失敗した原因には、もう一つの原因があります。それは、現在使っているデジカメの 問題です。それは、「ノビル」のように細長い物は、自動ピント合わせができないのです。バックの物に ピントが合わせれてしまうのです。(写真は、「ノビル」の写真です。)

　今回は、いろいろなことを書きました。また、ひとつの問題を取り上げることもあると思います。ご感想・ ご意見をお寄せくださるとありがたいのですが・・・・

　
















いつまで！！
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いつまで！！
２００４年７月日　掲載
[image: pho101]

 　近頃、右足が「上がらなくなった」と感じています。歩行の時は、一々、右足・左足を「踏み出す」と いう命令を出すことをいないと、歩けなくなったと感じています。
　まだ麻痺がなかった時は、一々、右・左と「踏み出す」命令を出さなくても、自然に歩行が出来たと 思います。それが、右・左と、一々、「踏み出す」命令をしないと歩けなくなってしまいました。
　脳出血の後遺症で、右足が動かなくなりましたが、リハビリを重ねて、装具をつけて、杖を ついてなら、普通に歩けるようになりました。しかし、また、脳出血が再発して、再度、リハビリのやり 直しをしないといけなくなりました。その時も、装具をつけて、杖をついてなら、普通に(一々踏み出す 命令をしなくても)歩くことができるようになりました。「普通に」といっても、歩行の速度は、はるかに 遅い状態でした。
　左足の骨折をして、リハビリをして、家に帰ってきたときも、今の状態とは、違っていたと思います。 一々「踏み出す」命令を出さなくても、歩くことが出来たと思います。(ある程度、歩くという命令は、 していたかも知れないが・・・)
　近頃は、前に書いたように、一々、「踏み出す」命令を出さないといけない歩けない状態です。しかも、 歩幅が非常に狭くなっています。それでも、家では、自力で歩いています。

　外出は、電動三輪車を使っています。野草の写真を撮るときも電動三輪車に乗ったまま写しています。 以前は、電動三輪車を降りて撮ることもあったのですが、最近は、電動三輪車から降りるとき、時間が かかるようになっています。だから、野草の写真は、電動三輪車に乗ったままで撮っています。
　床屋に行くのにも、電動三輪車を使って、自分だけで行っています。床屋の玄関先には、段差があります。 床屋の人の話によると、車椅子でも入れるように段差を小さくしたそうです。事実、段差は４センチ位の物 です。私には、その段差が邪魔になり、床屋に自力ではいけなくなるようなことも考えられます。

　自力で床屋に行くことが出来なくなり、家でも車椅子を使わなくてはならなくなったら、私のホーム ページの公開することをやめます。いつまでも、ホームページの公開出来る 様したいと思います。
















暑いね！！
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暑いね！！
２００４年８月１日　掲載
[image: pho101-1]

 　今年の７月は、暑い日が続いていますね。東京の都心では、気温を測定してからの最高の気温が出ま したと報道されました。３９．５度ということでしたね。
　当地でも、暑い日が続いています。私は、電動三輪車を使っていますが、こんなに暑いと外出する気に なりません。それても、本屋や「ユニー」に行くことが必要になることもありました。自分の足で歩いて いくことはできませんので、電動三輪車で行くのです。歩く場合と比べ楽ですが、それでも、暑いことは 変りません。
　ただし、私は、温度感覚も麻痺していますから、健常者と比べて、「暑い」という感覚は、少しです。 「寒さ」の感覚は、「痛さ」として感じますが、「暑さ」は、「痛さ」とは感じません。だから、助かって います。
　汗をかくこともほとんど麻痺しています。それでも、この暑さでは、少し汗をかきました。しかし、 「汗で体がぬれている」感覚も麻痺していますから、自分では分かりません。
　この前、写真を撮りに行ったとき、１１時半くらいに家に帰って来てのですが、家内は、汗でシャツが ぬれているから、シャツを替えてと言われました。

　この暑さで野草の写真を撮ることが少なくなってしまいました。７月は、３日・８日・１６日の三日に 成りました。その写真を「道端の野草・・７.１」に掲載しています。８月も暑いと「道端の野草」を更新 出来なくなることも考えられると思います。その場合は、「ヒガンバナ｣が咲いたら、更新することにしま す。
　「ヒガンバナ」は、当地では、９月１５日から２０日にかけて咲きます。今年は、いつ頃、咲き始める かな・・・・・。
















自分で床屋に行けた！！
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自分で床屋に行けた！！
２００４年９月１日　掲載

　立秋になって、少し暑さがおさまったとおもいます。しかし、気温の高い日が続いています。それで、 外出は控えておりましたが、髪が伸びすぎて我慢ができず、床屋に行くことにしました。

　そこで、電動三輪車を使って、自分の力で行くことにしました。
　私がいつも行く床屋は、病気になる前から、決まった床屋に行っています。その床屋は、以前は、玄関の 段差が大きかった状態でした。その床屋が、新しい場所に移築されました。その場所に移築されたとき、 店の人の考えで、「車椅子でも通れるように、段差を小さくなるようしました」ということでした。
　写真を見ると分かるように、床面は、左端のレンガの高さがありますが、玄関の所では、段差が小さく なってします。それは、駐車場に少しスロープをつけたことと、玄関前の半円形の部分にスロープをつけた ことにより、段差を小さくするようにしています。
　今回も、何とか、電動三輪車を駐車場の端(写真で自転車が置いている場所の右に)に置いて、自分の力 だけで歩いて、段差を超えることが出来ました。
　私の歩行の状態は、以前書いた通り、「いちいち、足を前に出す」命令を出さないと歩けない状態で す。その状態で、自分だけで、床屋に行けた(段差を超えたことを 含め)ことが出来たということに自信が持てました。

　写真は、床屋の奥さんが設置しているホームページから頂き、その写真をトリミングして使っています。 そのホームページには、トップページに、「自動車で送り迎えをします」と書いています。自動車が使え ない人には、ありがたいことと思います。実際に、私がその床屋に行っているときに、利用している人が あったことがあります。

　私の近くにも床屋が出来たのですが、駐車場の広さが足りないので、玄関の段差があり、私の状態では 利用できません。せめて「手摺りが設置」されいると、考える余地がありますが・・・
　段差の問題や手摺りの問題、「送り迎え」「日常品を電話(インターネット)で注文し、自宅まで届ける( テレビでの報道によると、一部の店で実施しているという話です)」などの問題は、障害者や老人のことを 考えるなら、今後、ますます重要になってくると思います。
















バリアーフリー！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
バリアーフリー！！
２００４年１０月１日　掲載

　前回、掲載した「床屋」の奥さんから、メールを頂きました。
　その主な内容は、「玄関の所を、段差を無くし、電動三輪車で通れるよう改良しました。それで、 店の人の案内で、店の中に直接入ってください。」と言うことであった。
　実際に電動三輪車で店の中まで入れるかどうかは、不明ですが(電動三輪車は、回転半径が、案外 大きいので)、有難いことでした。１０月中には、床屋に行こうと思っていますから、実際、店の中まで 入れるかどうか試してみます。店の中まで入ることが出来ないということでも、玄関のすぐ近くに 電動三輪車を止めることが出来るなら大助かりです。

　あるテレビで報道されていたことですが、今までは、大規模の建物だけ「バリアーフリー」にすれば よかったのですが、「不特定多数の人が出入りする建物は、「バリアーフリー」にしなければならない」 と法律が改定されたと言うことです。「床屋」にも適用されるのかは不明ですが、いつも行く「床屋」さんが、より一層の 「バリアーフリー」を進めたことは、敬意をはらうことです。

 　私は、脳の後遺症があるので、病院にかかっています。今年から、主治医が新しい診察所を建てたので、 そちらへ変りました。ここの診療所は、新しい機器を使っているようです。
　そこの診療所で、この間、受診に行きました。その際、レントゲン等の検査も受けました。それで、 一つだけ完全な「バリアーフリー」に成っていないと思うこ所があると思いました。それは、採尿の時、 自分力だけは「採尿・採便トイレ」に入れなかったのです。その原因として最も高いのは、トイレを隠す ように壁があったからでした。それで、車椅子で曲がりきれなかったのです。やはり、この建物は、 健常者が考えた建物だったと思います。この診療所のトイレの問題は、壁を取り払い・トイレの 出入り口を自動的に開閉する電動にすることで解決できると思います。自動的に開閉するドアをつけると、 使用中の人が見えないことで、壁が不要になると思います。

















年賀状支援について！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
年賀状支援について！！
２００４年１１月１日　掲載

　今年も「年賀状支援」をします。年賀状支援に合わせて「喪中葉書」も作ります。喪中葉書は、 市販の物で頼むと単価がか高いようです。私は、文を作ってきたら(メモで結構)、印刷代として 一枚１５円で出来ます(葉書は、各自用意)。

　年賀状支援の大体について
１　各自年賀状用葉書を準備する。
２　原則的に、私の家で、パーツ(バック・絵柄・祝辞)を選ぶ。文や住所・氏名などを付け加え、大体のレイアウトを作る。その用紙は、私が準備します。
３　あなたのレイアウトに従い、賀状の試作版を作る。その試作版を見て、文字の位置・誤植
　　・大きななどを書いて戻してもらいます。その希望に従い試作版をもう一度作る。
　　　私は、脳出血の後遺症として「失語症」がありますから、必ず、試作版をよく見てください。
　　　メールをやっている人は、試作版をメールで送ることも出来ます。
４　あなたが試作版を見て「これでよい」と言う場合、印刷します。　
　　　印刷が済んだ賀状は、原則的に、私の家でお渡しします。
　　　賀状が３０枚以上の方には、自作の賀状入れの箱に入れてお渡しします。
　　　印刷代として、１枚２５円頂きます。
５　あなたが書いた絵や写真を使うことも出来ます。
　　　あなたが書いた絵や写真を私の家に持ってきてください。絵や写真をスキャナーで撮ったら、絵や写真はお返しします。
　　　　ただし、あなたの絵や写真を使う場合は、新しい版を作る代金として、５００円頂きます。
　　　絵や写真は、複数でも結構です。絵や写真し、Ａ４以下なら、可能です。
















初めてのこと！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
初めてのこと！！
２００４年１２月１日　掲載

　十日程前のことです。私は、電動車椅子を乗って、「ユニー」に買い物に行きました。トイレに行きたく なったので、電動車椅子を降りて、障害者トイレに行こうとしたときです。青年が「おじさん、だいじょう ぶ。」と言って、私の方へ近寄って着ました。
　その青年もトイレを済ませて、私の側を通り過ぎた所でした。私がトイレに行こうとしている様子を見て、 わざわざ、戻って来てくれたのです。私は、失語症があるので「ありがとう。」といったつもりです。その 青年は、障害者トイレの戸を開けてくれました。「ユニー」の障害者トイレの戸は、戸をいっぱいに開けな いと、閉まってしまうので、青年の行為を感謝しました。青年は、便座の様子を見て、わざわざトイレの幼 児用のトイレの便座を上げてくれました。そして、トイレの戸を閉めてくれ、外にでました。
　私が用を済ませて、障害者トイレを出ようと手を伸ばして、少し戸を開けようとしました。所が、その青 年は、わざわざ、私が用を済まるまで待っていてくれたのです。そして、トイレの戸を閉めることも手伝っ てくれたのです。
　病院でも、こんなことをしてくれることはありません。買い物をするために来た青年が、私のためにして くれた行為は、始めてのことでした。感謝！　感謝！・・・・・

　「ユニー」の障害者トイレについては、前に書いたことがあります。障害者トイレに、電動三輪車に乗っ ては入れないということを書いたと思います。障害者トイレについて、開閉が簡単であるトイレに出会った ことについて書きます。残念のことに武豊町のことではありません。
　それは、半田市の半田病院のことです。半田病院は、改築をされています。その一環として、トイレも改 築されています。親戚の人が入院したので、家内と一緒にお見舞いに行きました。そのとき、新しいトイレ に出合ったのです。そのトイレは、「引き手」がありませんでした。その代わり、壁に「手をかざしてくだ さい」というパネルがありました。そのパネルに手を近づけると、ドアが開きました。トイレの中にも同様 なパネルがありました。そのパネルに手を近づけるとドアが閉まりました。用を済ませると、パネルに手を 近づけるとドアが開いてトイレから出てくることが出来る仕組みのドアでした。中から、ドアを閉めると、 外の人がドアを開けることが出来ないことで、トイレを使用している人のプライバシーを守る仕組みも持っ ていました。多分、中にいる人の急変に対処するための仕組みも持っていることでしょう。この様なトイレ だったら(電動)車椅子を使っている人でも楽に利用ができると思います。

















今年も！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
今年も！！
２００５年１月１日　掲載

　皆様　明けましておめでとう ございます。

　今年も、ホームページの掲載を続けたいと思っています。私がホームページの掲載を始めたのは、 まだ、メールやホームページが珍しい時期でした。１９９８年の９月のことでした。始めは、日本福祉 大学と行政の共同研究の一環で、私は障害者の一部として研究に加えてもらったのでして。日本福祉大学の 学生が私の家に来て、メールを教えてくれました。そして、実験的の行政のホームページを見て、メールを 書くのが課題゛した。そして、ホームページの初歩も教えてもらいました。
　私は、本屋に行って「ホームページ」の作り方が書いている本を買って来ました。当時は、「HTML」 （タグ形式）でプログラムを書く物でした。今の様に「ＨＰ用のプログラムを作るソフト」は、皆無でした。
　だから、今でも、私のホームページは、「ＨＴＭＴ」で書いています。「ＨＴＭＴ」には、私が使って いない物も多くあります。私は、文を表わす物と画像に関する物の初歩的な物を使っています。
　「アップロード」には、私のプロバイダーが作っているプログラムを使って、データをそのまま送る (電話線で)だけです。ホームページは、簡単に出来ます。しかし、出来たホームページを公開するには、 プロバイダーに「アップロード」しなくてはならないのです。その事が、普通のプロバイダーのところ では、多少複雑の手続きが必要です。その点で、私のプロバイダーでは、ただ、プロバイダーのところで 準備してあるページにデータを送るだけですみます。

　今年も、ホームページの公開を続けたいと思っています。「つぶやき」「リハビリで作った物」 「宮子のページ」を主体にしたいと思っています。
よろしく・・・・・・・・・・・・・・・

別件・・「年賀状支援」について
　年賀状支援については、たくさんの方が利用して頂きました。その中で、今年の特徴がありました。 それは、写真や絵手紙等が増えたことです。子どもさんの写真を賀状にした方もありました。また、 海外旅行で写した写真を使った方もいます。墨絵(絵手紙)を使った方も増えました。この様な賀状を 作ると、一般の印刷屋では相当費用がかかるようです。
　また、喪中葉書を作る方もありました。いつも賀状を作っている方もありますが、始めての方も ありました。
　来年も「・・支援」を続けるかどうかは、分かりませんが、現在のところ、「・・支援」を続けるように したいと考えています。印刷インク代としていくらかの費用を頂くことも考えています。いろいろお世話になりました。
















携帯を持たされた！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
携帯を持たされた！！
２００５年２月１日　掲載

　今年から、携帯を持たされました。それは、電動三輪車がパンクしたことがあり、帰宅が大変遅く なったことがあったからです。

　野草の写真を撮りに行ったときのことだった。帰り道で電動三輪車の後輪がパンクしたのです。 パンクした所が農道でして、人が滅多通らなかった所だったのです。辺りを見渡すと、老人福祉施設の 「福寿園」が見えていたので、そこまで、パンクした状態で電動三輪車を運転して行きました。タイヤには悪いと 分かっていたのですが、仕方ありませんでした。
　ようやく「福寿園」の外の道路に着いたので、職員にパンクしたので「大高自動車」に電話するように 頼みました。
　しばらして、「大高自動車」の人が来て、 パンクしたタイヤを持って行ってくれました。私は福寿園の 玄関で待っていました。約１時間くらい待ったあと、福寿園の人が来て、タイヤは、新品に交換しなくては いけないので、明日までかかるということでした。ところが「大高自動車」人は、私を送ってはくれない ということでした。それで、福寿園の人が、私とパンクした電動三輪車をバンで、家まで送ってくれました。 本当は、福寿園の人は、私と「大高自動車」を取り持ってくれただけなのに・・・福寿園の人に、感謝し ました。

　こうしたことがあったので、私が何処にいるか分かる携帯を持たされることになったのです。そうした 目的に合う携帯を、娘がパンフで探し出し、その携帯を持たされのです。
　私は、発語障害があり、聞く方は何とか成りますが、話す方は困難です。携帯には、メール機能が ついているので、それを使うと携帯で連絡がとれます。
　ただし、私は、失語障害があるので、「五十音」の位置がはっきりしないので、文章を書くのに時間が かかります。「あ・か・さ」の段はすぐ分かりますが、「た」の段以降は、直ぐ分かるときもありますが、 字を探す時間が長くなるときもあります。このことは、パソコンでメールを打つときもありきす。

普通の電話は、電話機が置いてある所へ行くのに時間がかかりますので出ることが出来ないのです。だから、 家内が留守になるときは、普通の電話は「留守番電話」にしています。
　その点、携帯は、便利です。私の携帯の電話番号は、家内と子どもだけです。
　家内とは、携帯で通話出きるようになってきました。だから、私が外出しても、家内は、少しは、安心する だらうと思います。

　別件ですが、体が不自由な人が主に乗る電動三輪車(四輪車)であるから、 ノーパンクのタイヤを付けた物があるとよいと思います。ノーパンクタイヤは、 乗りごごちが悪いということがあると思います。日本の技術なら乗りごごちがよいノーパンクタイヤも作る 事が出きるはずと思います。
















物語ソフトについて！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
物語ソフトについて！！

　私は、病気になる前から、教育用ソフトを自作して使っていました。病気になったときには、特殊学級用の 「物語ソフト」を使っていました。

　病気になって、「失語症」になりました。だから、教員を退職しました。入院が終わって、家に帰って から、既に自作してある「物語ソフト」を使い、「失語症」の治療に役立つようになれば思い、パソコンの 電源を入れてみました。しかし、始めは、うまく行きませんでした。ようやく、「物語ソフト」の起動に 成功しました。
　当時のパソコンは、「ＭＳＸパソコン」でした。既成の「物語ソフト」が使えるようになったので、 新しい「物語ソフト」を作ることが出来ないかと考えました。私は、「Basic」を使って、「物語ソフト」 作るためのソフトを自作していました。それで、新しい「物語ソフト」を作ることに、なんとか、成功し ました。その事が、「失語症」のリハビリに役に立ったと思います。
　しかし、当時のパソコンは、「Windows」ではなかったのです。「Windows」が発売されると、私が使って いたＭＳＸパソコンは、製造停止になってしまいました。そこで、私も、「Windows」が使えるパソコンを 買いました。そのパソコンには、「Basic」が付いていない物でした。それで、「Windows」で使える「Bas ic」(Visual Basic)も買いました。その「Basic」は、今までの「Basic」とは、相当変っていましたので、 「物語ソフト」を作るには、苦労しました。
　ずいぶん時間がかかったが、なんとか、実用的な「物語ソフト」を完成させることができました。

　「Windows」が使えるパソコンは、どんどん新しい物が出ています。私が、始めに買った物は、 ディスプレーの横幅が800ピクセルの物でありました。そこで、物語ソフトも、800ピクセルの物になりま した。
　私も、パソコンを新しい「Windows xp」にかえました。「Windows xp」では、ディスプレーは、1024ピク セルの物と800ピクセルを切り替えて使えるようなっています。そこで、私は、通常は、せっかく使える 1024ピクセルのディスプレーを、800ピクセルで使っていました。

　最近のホームページ閲覧すると1024ピクセル用になっています。そこで、私のパソコンも、常時は、 １０２４ピクセルにしようと思います。
　そこで、「物語ソフト」が1024ピクセルでも使えるよう改造しました。物語ソフトは、物語の漢字を学習 するソフトとその物語で使っている漢字の筆順を覚えるソフトがあります。以前の物と仕様はかわらずに、ディス プレーだけ1024ピクセルに変えるには、相当たくさんの変更が必要になりました。
　なんとか、物語ソフトの「青い自動車」の一部の変更に成功しました。これから作る物語ソフトは、1024 ピクセルにしたいと思っています。2・3個のソフトが完成したら、公開する予定です。
















ある閲覧者！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
ある閲覧者！！
２００５年４月１日　掲載

　最近、私のホームページを見て、メールを出してくれた人がありました。私のホームページを見てメールを 下さった人は、時々ありました。でも、今までの人は、家族に「失語症」を抱えている人もありましたが、全部 健常者でありました。
　しかし、今回の人は、ご自分が失語症の方でした。そのメールによると、メールを書くのに、 約２時間かかったと書いていました。しかも、嚥下障害があり「普通の食事」はとれない、身体介護を奥さんにしてもらうとも書いて いました。脳の障害は、その人によって「後遺症」が異なると思います。私の場合と比べて、その人の後遺症は相当酷いと思いました。 報道の場合は、「失語症」と一括に言わないで、その報道したい人の状態を 具体的に書く事が肝心と「つぶやき」に書いたということを思い出しました。
　その人のメールによると「右半身の完全麻痺状態・・失語症で"言葉"が言えません。勿論、字を書くのが難しいです」と書いていました。 そんな人が、私のホームページを見てメールをくれたのです。こんなことは初めてで、嬉しいことだと思います。
　よくメールを読んでみると、その人は、「営業で、パソコンを使っていた。・・メールをやっていた」と書いていました。そのことが、 発病してから約２年半で、メールを書けるようなったと思います。
　私が発病した頃は、「Ｗｉｎｄｏｓ」パソコンが発売される前であってので、一般の人は、精々「ワープロ」を使っていればいい方で ありました。私は、その当時、「ワープロ」と「ＭＳＸパソコン」を使っていました。
　名古屋市リハビリテーションの「更正施設」に入ってとき、「ワープロ」の訓練をしました。「ワープロ」の機種ぱ、私が使っていた 機種と殆ど同じでしたが、始めは、キーボードの表示している文字が読めないことで苦労しました。多分、今回の人もキーボードに 表示してある文字と発音とが分からなくて苦労しただろうと思います。私は、今でも、時々、表示してある文字の発音が分からなくて 困ることがあります。今回メールをもらった人も、メールを書く時間がかかったと書いていますから、同じようなことがあったと思い ます。
　「ＭＳＸパソコン」については、初めは、どうすると、自分の作ったソフトが見られるかも分かりませんでした。当時のパソコンは、 ソフトを起動そても、「run」という言葉をキーボードから打ち出してやらないいけなかったのでが、そのことも忘れていたのです。
　そして、その人のメールには、「これから何かとメールを出すことになるかもしれません。その時は、よろしくお願い申し 上げます。」と書いてありました。
　その人のメールには、その文にぴったりの漢字が使っていました、文章の表記が少し変な所もありましたが、意味は十分わかりました。 私は、早速返信を出しました。そして、遠慮しないで、失語症の訓練としてメールを出して下さいという ことも書きました。私は、ホームページも｢失語症」の訓練としてやっています。それで、今回メールをくれた人にも、「失語症」の訓練 として、とんどんメールを書いてもらおうと思います。

　その後、数回メールの交換をしています。その人が自分のことについて、メールで表現することで「失語症」は治ることはないのですが、 自分の自主性を育てると思います。メールを下さった人の、自主性が確立することを願って・・。
















ある閲覧者！！（つづき）
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ある閲覧者！！（つづき）
２００５年５月１日　掲載
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　前回掲載した「ある閲覧者！！」が、その人に、ある事情で、掲載の許可を受けていないので、無断で掲載したことをメールしました。 そうすると、快い返事をもらいました。そうして、私のホームページに、その人のことを掲載してもよいと言うことでした。

　最近のメールに、次のような文章がありました。
　「一方、私の完全失語症では、「言葉」がまったく出来ません。そこで、草野先生のような方と色々お付き合いをして分ったことは、 私にとって「電子メール」が非常に重要であることを再確認したことです。メールは、「連絡」をすることだけの単純作業でなく、 失語症ですべての言葉がまったく出来ない者にあって、「メール」はすべてを 連絡し、意思伝達を目標にあり、私と致しましては、間違いの無い、 豊かなコミュニケーションである方法であったと改めて確実に思いました。」
　「豊かなコミュニケーションである方法」と書いていることは、極めて重要だと思います。たまたま、失語症になる前から「メール」を やっていたことが、失語症になったその人がメールが出来、このような心境になったと思います。
　私が失語症になったときは、メールの機能のついたパソコンは無かったのです。それで、「ワープロ」で、言語訓練として 「文を綴る」ことをやりました。文を書くことは、ただ単に、文を書く作業が大切になるだけではなく、文を書く過程での脳の活性化が 大切と思います。そして、周りの人たちとの、意思の疎通が大事と思います。
　私は、幸いなことでしたが、行政の実験的なプロジェクトの一員に選ばれて、メールやホームページについて学生に教えてもらいました。 そこで、「メール」「ホームページ」のことを学びました。そして、ホームページを公開しました。このホームページを公開 したことが「失語症」の治療に役にたったと思います。
　メール友に成った人には、私の所へ、どんどんメールを送ることを通して、その人の脳や手の活性化のお手伝いをしたいと思います。 メール友に成った人のその後のメールには、写真をつけることも出来ていました。それで、メール機能を使って「日記」を書くことを 薦めています。そして、かっての職場の人にその「日記｣を送ることも薦めています。私がホームページを公開したように・・・・。

　メールには、現在介護支援施設のメールが出来るパソコンは、「言語療法の先生に必要な作業備品としては必要なものです」と書いて いました。折角、メールが「豊かなコミュニケーションである方法」と言うことが分かったのに、介護支援施設には、メールを使えないと 言うことを訴えていました。私は、多分、メールやホームページを使えるパソコンが無いのは、介護支援施設で治療を受けている人に 「メール」を使える人が無いからと思いますと返信しました。
　言語治療にパソコンのメール機能やホームページを使うことは、これからの先のことだと思います。それには、言語療法の先生の 研修が必要だと思います。そのためには、メール友には、メールを印刷して、現在の先生に持って行くことが大切と思います。当面、 現在の介護支援施設の言語療法の先生(病院)がメール友と、メール機能を使って意思の疎通を図ることが大切と思います。
















新しい物語ソフト
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新しい物語ソフト
２００５年６月１日　掲載
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　新しい物語ソフトが２編出来ました。「青い自動車」と「ライオンとねずみ」の２編です。

　「青い自動車」は、新作の物語で、仕上がりのページ数が１１ページです。「ライオンとねずみ」は、イソップ物語の一つで、仕上がり が４ページです。
　物語ソフトは、物語に出ている漢字の読みを答える物です。当然、答は、キーボードで打つことで答えます。物語ソフトも、その物語に 出てくる漢字の筆順ソフトも、漢字が「２年生程度」「４年生程度」「６年生程度」の物があります。
　今までのソフトよりソフトが大きくなっていますので、メールで送ることは、やめにします。だから、使って見ようと思う方は、「住所 ・氏名」をメールで知らせて下さい。そうしたら、ソフトを「ＣＤ」にして、送ります(無料で)。
　このソフトは、パソコンの機種によっては、起動できないこともあります。多分、「ワード」が無い機種では起動出来ないと思います。 それは、このソフトが、「ワード」を働くようにしているソフト(ＯＳ)の元に依存しているからです。あなたパソコンで、物語ソフトが 起動出来ない場合、「Visal Basic(試供飯)」を送ります。そのソフトをインストールしてから、物語ソフトを起動して下さい。 「Visal Basic(試供飯)」は、一度インストールすれば済みます。

　「ＣＤ」には、「取扱い説明書」もつけますが、取扱い説明書は、「ワード」で書いています。


















万博について！！
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万博について！！
２００５年７月１日　掲載
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　私も「愛・地球博」へ行きました。

　一回目は、私がお世話になっている介護施設の主催でした。会場に入った後は、帰る時刻までは、自分で 計画で行動することになっていました。
　私は、車椅子を使っています。そのため、介護者を二名をつけてもらいました。テレビの報道によると、 企業館や「マンモスハウス」などは、長い行列が出来ている光景を映していました。それで、私は、「中国館」 「ロシア館」「サツキとメイの家の外周コース」「長久手愛知県館」を周る計画でした。幸い、娘が 万博のアテンダントをしているから、休暇を取って私達の行く場所を案内してもらいました。そうしないと、 会場の入り口で渡してむらう「愛・地球博のパンフレット」だけては、迷子になったと思います。

　「愛・地球博」の情報は、少ないと思います。特に、障害者に対する情報は、少ないと思います。 「愛・地球博」の公式の分厚い本には、ほとんど、障害者のことは、書いてありません。「障害者専用駐車場」が あることも書いてありません。娘の情報で西ゲートのそばに「障害者駐専用車場」があることを知りました。 その後、万博のＨＰの「バリアフリー情報」で「障害者専用駐車場」などについての情報を知りました。
「サツキとメイの家の外周コース」の情報は、極めて不正確でした。愛・地球博のＨＰには、「外周コース」が 出来たことが書かれていました。しかし、車椅子では、途中（展望台）まで行けるが、途中に「階段」が あることは書いていませんでした。現場でも、「車椅子では、途中階段があるので、 展望台以遠はいけません」との表示はありませんでした。

　中国館・ロシア館では、沢山の人が並んでいました。私も並ぼうしたとき、館の入場の係の人が来て 並ばなくてもよいようにしてくれました。「分厚い本」にも 「ＨＰ」にも、こんな情報は書いてありませんでした。テレビでは、 障害者のための情報はほとんどありませんでした。

　一回目の時、旅行社が手配したバスと自家用車が駐車してある駐車場が「障害者専用駐車場」で あることが分かりました。万博のＨＰを良く調べると、個人でも「障害者専用駐車場予約」が取れることを 知りました。そこで、私もインターネットで「障害者専用駐車場予約」を取りました。そうして、家内 の運転で「愛・地球博」へ行きました。この予約をとることも、主に団体を想定してあることから、個人で 予約をとる手続きは複雑な操作が必要でした。今からでは変更は出来ないと思いますが、業者を対象した 予約システムに付け加えて、個人が取りやすいシステムがあるとよいと思います。

　次回も、「障害者専用駐車場予約」を取り、「愛・地球博」に行く予定です。今度は、車椅子が別扱い になる企業館と「グローバルハウス」を見学したいと思っています。
















足・腰の痛みについて！！
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足・腰の痛みについて！！
２００５年８月１日　掲載
[image: pho200-1]


　最近、体の調子が変です。座っている時も、左の足の痛みが、少し強くなっています。腰の痛みは、 今までは、無かったのですが、最近は、少しの痛みがあります。幸い、車椅子で移動する時の障害には なっていません。だから、第三回目の「愛・地球博」に行ってきました。

　家での生活は、装具をつけて・杖をついてなら歩けますが、足と腰の痛みが少しあります。 自分の部屋から食事をする部屋での、約１０mぐらいありますが、歩けます。リハビリの 時は、４０mぐらい歩行訓練をしています。
　骨折いらい、病院に行くときは、車椅子を使います。以前は、自家用車の所までは自分の力で歩いて いましたが、最近では、玄関から車椅子を使っています。車椅子は、家内が押します。 「愛・地球博」に行くときも、車椅子を使っています。その時は、家内だけでなく、もう一人介護者が 必要になります。

　自分で外出するときは、電動三輪車を使っています。その時も、少し、足や腰の痛みがあります。 しかし、電動三輪車で外出しますと、気分がよいです。ただ、暑くなってきたので、ほとんど外出は 出来ません。
　家での生活にも「車椅子」を使うようなことにならないよう願っています。現在は、家での生活には、 「車椅子」を使っていません。「車椅子」の生活になると、今まで、椅子や物が置いてあった所を空け なくてはなりません。そうすると、今までの生活が変わってきます。
　したがって、椅子から立つ・座るを、一日、１０回以上をやっています。トイレとご飯のときに、装具を つけ・杖をついての歩行をやっています。だだし、足・腰の痛みがこれ以上悪くなると、歩行が出来なく なると思います。だから、足・腰の痛みが酷くならないように祈っています。
















嬉しいこと！！
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嬉しいこと！！
２００５年９月１日　掲載
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　最近、嬉しい事がありました。それは、私のホームページ見て、メールをくれた、名古屋市に住んでいる 人が、ホームページを作りたいと言っていることです。その人は、自分自身が「失語症」の人です。しかも、 私より、「失語症」の程度がひどい人です。

　その人は、私が加入している「知多ネット」に加入して、ホームページをアップロードをする手続きを 自分の力で済ませて、ホームページの試作をしています。
　元々、失語症になる前、パソコンでメールをやっていた人です。病気なると、一度は、パソコンを捨てて しまったと言っています。その人がメールが出来ると分かったようです。それで、私のホームページを見て、 メールをくれたのです。
　失語症の人が、メールの交換をするのは、大変です。私は、今も、文章をかくのに、時間がかかります。 述語が分からなくて困ることもしばしばです。その人とは、何回かメール交換をしています。

　私は、メールをすることにより、書き言葉による意思の疎通が出来ると考えています。そこで、 その人にも、時間がかかってもよいから、どんどん、メール交換をしようと提案し、実行して来ました。
　携帯電話のメール機能を使って、私は家内と連絡していると提案していましたが、始めは、奥さんが 何時も介護してくれるからいらないと言っていました。「パソコンのメールは、わざわざ開かなければ ならないが、携帯のメールは、すぐに相手に通じるから便利だよ」といいました。それでも、 「うん！」とはいいませんでした。しかし、その人の通う介護施設の人に意思を伝えたいと言うことから、 携帯電話を買ったということです。私は、普段はパソコンのメールを使っていますが、「愛・地球博」に 行ったときには、現地より携帯電話で、その人に写真を送りました。

　その人は、他の人のホームページを使うことは、可能でした。むしろ、私より、色々なことに使って いました。その人が、自分のホームページを持ちたいというのです。 私は、ホームページを作ることは、「失語症」の治療に役立つと思いませんが、自分の意思の疎通には、 大変役立つと思っています。
　だから、その人が、ホームページを持ちたいと言う事は、大変嬉しいことです。 失語症の人が自分でホームページを持つことは、滅多に無いことと考えていますから、 大変嬉しいことです。
















素晴らしいこと！！
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素晴らしいこと！！
２００５年１０月１日　掲載

　私のホームページの「リンクのページ」の最初のリンクしてある「きょうぞー元気本舗」という ホームページが改定されました。
　そのホームページのメニューの冒頭に書かれている文章を、まず、書きたいと思います。文字の 色は全部同じ色ですが、私が勝手に色を変えています。

　「１９９９年６月２４日、突然脳幹出血で倒れ、あと二時間で呼吸が 停止すると宣告されました。絶望的な状態でしたが、奇跡的に命を取り留める ことができました。とてもたくさんの後遺症が残ってしまい ましたが、決して諦めないで毎日少しずつ、自宅でリハビリを続けています。 六年経った現在でも、身体の変化があらわれているのには驚きです。 これからも、今までと変わらず、 無理をしないで頑張っていこうと思っています。」

　この文が、ホームページを作った人の気持ちがよく表れていると思います。後遺症の残る重い病気になると 離婚に至る人もありますが、この奥さん違っています。そのことは、この人のホームページを読むと 分かります。内容は素晴らしい物です。

　もう一つ、素晴らしいことがあります。それは、「失語症」の私たちに、 普通のプリンターで印刷出来る様に、全面的な作り変えを実施されたことです。

　私は、最初の頃のメールで、「普通のプリンターでは印刷が出来ない。幸い私は、A３の印刷出来る プリンターを持っていたので、印刷して読ませて頂いた。普通の人のプリンターでも印刷が出来るように したください。」という趣旨のメールを出しました。最初は、奥さんは、「印刷して読むことは、全く考えて いない」と、メールで、答えていました。そこで、「失語症の私は、少し長い文は、 印刷して読まないと、文意を正しくつかむことが出来ない」との趣旨の返信を出しました。
　そうすると、奥さんから、「改造を考えて見ます。」とのメールがありました。
　奥さんのホームページには、ページ数が多く、しかも、一ページが長い物が多いから、改造にはすごく 時間や手間が掛かったと思います。それでも、全面的な改造して頂いたのです。「失語症」の私たちのため、 全面的な改造をされたことは「素晴らしい」ことです。ありがとうござい ました。

　ここをクリックして 是非閲覧してください。そして、Ｑちゃん(病気になった人)や ちえちゃん(Ｑちゃんの奥さん)にメールを してください。
















年賀状支援について！！
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年賀状支援について！！
２００５年１１月１日　掲載

　そろそろ年賀状の準備が始まる時期になってきました。今年も「年賀状支援」をします。原則的に、 時期は１１月１５日～１２月１５日にします。

　私は、年賀状用のＣＤがついた本買います。その本のＣＤには、年賀状の見本や素材がいっぱい あります。私個人用に使う物はほんのわずか使うだけです。したがって、希望の人に年賀状を作る 支援を始めたのです。ＣＤについている素材でけでは無く、私の独自の素材も作っています。
　今年も、「バック」「祝辞」「絵」「出来た年賀状のサンプル」などを印刷して、希望の人に 見て頂く準備が、ほぼ終了しています。

　支援の要綱のあらましは次の通りです。
１　年賀状用の葉書は、各自持ち込むことが原則です。
　　インクジェット用の葉書を用意した下さい。今年から、写真用の葉書も発売されます
　から、写真を使う場合はその葉書を使うことも考えてください。ただし、葉書代は、
　一枚６０円と聞いています。
　　水墨画や絵手紙を使うことにも対応します。その場合も、写真用葉書を使ったら、
　綺麗な賀状になると思います。もちろん、インクジェット用の葉書でも綺麗に出来ます。
２　現存的に、私の家に来て、サンプルを見て、賀状の大体を決める。
３　試作版を作りますから、その試作版を見て、「誤字脱字」「文字や絵の大きさ・位置」
　などを点検したもらいます。直すことがあったら、もう一度試作版をつくります。
　　ここで、パソコンのメールを持っている人は、試作版をメールで送ることも可能です。
４　試作版がよいなら、印刷します。
　印刷枚数が>３０枚以上なら、自作の小箱に入れてお渡しします。原則的に、私の家で
　渡します。

　別件ですが、喪中葉書も作ります。要領は、年賀状と同じです。

















年賀状支援の結果！！
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年賀状支援の結果！！
２００５年１２月１５日　掲載

　「年賀状支援」の結果についてを報告します。
　年賀状の総数は、約５５００枚でした。版の総数は、 ５０版 でした。

　その中は、それぞれの愛犬の写真取り込み賀状にした方が３名いました。ある方は、愛犬の写真で、 版を２つ作りました。
　海外旅行の写真を賀状した方が３名いました。絵手紙を賀状にしたかたが１名ありました。その他の 写真を入れた方は２名ありました。
　愛犬の写真や海外旅行の写真を年賀状にする場合は、写真屋などで頼むと、相当高い料金を取られると 聞いています。私は、写真の加工料として、１０００円を頂くだけですから、毎年、写真を入れた賀状を 作る方がいます。

何時もの年は、「水墨画」を賀状する方が２名あったのですが、今年は無しでした。１名の方は、 お子さんが、自分で「水墨画」を年賀状した方がありました。その方は、私の家に出来上がった賀状を見せに 来てくれました。自分の家で作ることが出来たことは素晴らしい事です。
　もう１名の方は、残念なことに「体を痛め」て机の前に座って水墨画が描けなくなってということ です。それで、普通の賀状を作りました。この方の水墨画の昨年までの賀状は、印刷した物が実物 通りにすることで苦労していましたが、私の技能の向上役立っていました。例えば、全体を少し濃い色に するしか、部分的に少し色調を変えるとかの事が出来るようになりました。今年は、どんな水墨画で頼む でくるか心待ちで待っていました。早く体が良くなるように祈っています。

　数が多く人が選んだ絵は、「乙川土人形(犬乗り童子)」でした。この人形は、「半田市の乙川」に伝わる 人形で、ある水墨画の本に出ていた写真を、私がスキャナーで撮り加工したものです。 　私がサンプルとして作った賀状の住所氏名を変るのみの方は、少なくて、自分の独自の賀状を作った方が 多かったです。
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